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令和７年度１２月教育委員会 会議録 

開 催 日 時 令和７年１２月１９日（金） １５：００～１７：００ 

開 催 場 所 早島町役場２階 応接室 

出席者 

委   員 
白神敬祐教育長、栗坂祐子委員、市橋晃委員、岡本善弘委員、 

 

事 務 局 
大﨑俊二教育次長、芝原孝典生涯学習課長、牟田口順子こども未来課

長、亀井大輝主事、 

会 議 次 第 

１ 開会 

教育長あいさつ 

 

 ２ 議事・報告案件 

（１） 教育委員会人事について 

（２） 早島町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する

基準を定める条例の一部を改正する条例について 

（３） 「すくすく早島 子ども・子育て応援プラン」令和

６年度実績および令和７年度途中経過報告について  

（４） 第３期すくすく早島 子ども・子育て応援プランの

変更について(13)乳児等通園支援事業（こども誰でも

通園制度） 

（５） 早島町保育所整備計画について 

（６） １２月議会報告について 

（７） その他 

 

 ３ 連絡 

・幼稚園・小学校・中学校終業式（12/24） 

            始業式（1/7） 

・早島町二十歳の集い（1/11） 

・ニューイヤーコンサート（1/12） 

・早島町マラソン・駅伝大会（2/1） 

４ 閉会 

会 議 資 料  

傍 聴 者 なし 

会議録作成者  
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会議内容 

１ 開会 

教育長あいさつ  

白神教育長：【資料：あいさつメモ】 

今年も残すところ２週間をきりました。コロナについては少し減少傾向ですが、

インフルエンザは大流行していて、早島小中学校を含めて、県内の多くの学校

幼稚園等で学級閉鎖という記事が新聞に載っていました。学校園には、感染予

防の強化に力を入れてくださいとお願いしています。 

今年１年間、皆様方には大変お忙しい中来て頂き、貴重なご意見をありがとう

ございました。本日もどうぞ宜しくお願い致します。 

 

２ 議事・報告案件 

（１）教育委員会人事について 

当該内容について大崎教育次長より説明を行った。 

白神教育長：この件につきましては、ご了解頂いたということで宜しいでしょうか。 

全員：了承した。 

 

（２）早島町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改

正する条例について 

牟田口課長：資料説明 

白神教育長：来年の４月から始まる誰でも通園制度に係るものです。早島町でも来年４

月から始まることについて何か補足がありますか。  

牟田口課長：誰でも通園制度を４月からはじめる準備を進めていますが、現時点でかん

だ保育園から申請が出てきています。今後の予定は、こども子育て会議で

承認されれば４月から開始の流れになっています。  

市橋委員：何でかんだ保育園だけなんですか。 

大﨑教育次長：園の部屋や保育士さんの問題などがあって、今預かりをされているかん

だ保育園がたちまちは出来ますよということでご了解を頂いています。  

牟田口課長：一時預かりを今されている部屋で、誰でも通園制度のお子さんも見て頂く

ということです。 

白神教育長：沢山来ることは想定していない感じかな。 

牟田口課長：６か月から満３歳未満のお子さんが対象で、月１０時間が限度となってい

ますので。一時預かりは親御さんの為で、誰でも応援制度は子どもさんの

集団生活での育ちを応援する制度となっています。交付金で補助制度とし

てしている段階で、今は 1 時間３００円が基準となっています。 
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白神教育長：現時点での状況をご報告しました。これについては宜しいですか。ありが

とうございます。 

 

（３）「すくすく早島 子ども・子育て応援プラン」令和６年度実績および令和７年度

途中経過報告について 

牟田口課長：資料説明 

白神教育長：１号認定とは。 

牟田口課長：１号認定は３歳以上で幼稚園。２号認定は３歳以上で教育を希望している方か

保育を希望している方。 

市橋委員：人口の見込みの実績値というのはいつ時点。 

牟田口課長：４月１日時点で見込みを立てていますので、前年１年間で生まれたお子さんが

０歳であがってきます。昨年の４月１日から３月３１日までに生まれたお子さ

んが０歳にあがってくるイメージです。 

市橋委員：今生まれたお子さんは次の年に０歳にあがってくるんですね。 

牟田口課長：市街化編入や分譲地などを加味して見込みを立てています。 

市橋委員：早島町で生まれる人より、小学校に入るまでに転入してくる人の方がある程度、

流出より流入の方が多いイメージがありますね。 

大﨑教育次長：０歳から５歳で転入してくる方がけっこういらっしゃいます。 

白神教育長：こども未来課が教育委員会に入ってきたので、色々と皆さんにも知って頂ける

かと思います。 

 

（４）第３期すくすく早島 子ども・子育て応援プランの変更について(13)乳児等通園

支援事業（こども誰でも通園制度） 

牟田口課長：資料説明 

白神教育長：説明の中にもありましたが、誰通と幼稚園の間に隙間があります。３歳になっ

てから４月１日に幼稚園に入園するまでの期間がある子どもをどうするかが

課題として残っています。幼稚園に預けようと思っている親御さんは、３歳に

なるまでは誰通を利用できるけど、３歳になったら今の制度ではどこにも預け

られないので、どう整備していくのか課題かなと思います。 

牟田口課長：早島保育園とかんだ保育園が一時預かり事業をしていますので、そちらを利用

しようと思えば出来ますが、通園で考えると、満３歳になったら３月末までの

間が幼稚園に入られる方は通園できる所がないということになります。 

市橋委員：待機児童がいなければ問題がないんですか。 

牟田口課長：保育だけで考えると、待機児童がいなければ、保育を必要としている皆さんは

通えるので問題ないと思いますが、教育の方を利用したいとなると、３歳にな

ると３月３１日までは、通いたいけど通えない期間が出てくるかなと思いま
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す。その隙間をどうするのかが課題になってくると思います。 

栗坂委員：教育を受ける機会がたっぷりある子どもさんと、３歳になってほぼ１年まるまる

空いてしまう子どもさんと差が大きいですよね。 

 

（５）早島町保育所整備計画について 

牟田口課長：資料説明 

白神教育長：これからかんだ保育園がこうなっていくとご認識頂ければと思います。何

かありますか。 

栗坂委員：わかみや保育園も建築年度は古いですが。 

牟田口課長：中野社会福祉協会さんとのお話しの中では、わかみや保育園はかんだ保育

園より開所が遅いのでまだ見た目が綺麗なので、今のところ改修は予定し

ていませんが、かんだ保育園はかなり老朽化が見られますので、今回建て

替えることとなりました。 

大﨑教育次長：それぞれ幼稚園から保育園になるタイミングで、町が一定の改修を行っ

ています。改修したタイミングがかんだ保育園の方が古く、わかみや保

育園の方が新しい。 

白神教育長：これについては宜しいでしょうか。ありがとうございます。  

 

（６）１２月議会報告について 

大﨑教育次長：資料説明 

白神教育長：お聞きになられて何かご意見はありますか。 

岡本委員：インフルエンザ予防接種を国が推奨しないのは何か理由があるんですか。  

大﨑教育次長：副作用がある以上、国としては推奨できない。 

白神教育長：議会の報告は宜しいですか。はい。 

 

（７）その他 

○備中保健所管内総社早島結核対策委員会について（報告） 

大﨑教育次長：先日、総社市さんから連絡がありました。令和４年度から３年間、結核対策

委員会が開催されていませんでした。これに伴い、その３年間の委員会に諮

るべき児童数がどれだけいるのか、総社市さんが調査されていました。早島

町は３年間の間に委員会に諮る対象者すらいませんでしたので、そこはご安

心頂けたらと思います。 

○令和７年度市町村教育委員会 研究協議会 

白神教育長：来月の１６日にオンラインであります。テーマが割り振られていて資料を提出

することになっていますので、この資料を出そうと思っていますが、何かあれ

ばお話し頂けたらと思います。 
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○インフルエンザの児童生徒が多い時のルール作りについて 

白神教育長：インフルエンザがクラスに２割が学級閉鎖をする基準になっていますが、午前

の早い段階で欠席や体調不良の子が沢山いた場合の帰宅させるタイミングです

が、すぐ帰らせるかどうか。安全に帰れるか、給食なしで帰ると栄養面などね。 

大﨑教育次長：教室で食べるとある程度密になっているので、体調の悪いような子を、今使

っていないランチルームで、ある程度リスクを避けて間隔をあけて食べさせ

て、迎えに来てもらうなどの手段をとってはどうかなと校長先生と話してい

ます。 

岡本委員：安全確保ということから考えると、即帰らすことは私はできないです。ランチル

ームを使用して、ある程度リスクを軽減したうえで、安全に下校させましたで筋

が通る感じがしますけどね。 

白神教育長：何かルールを作っておかないといけないなと思っています。その他で何かあり

ますか。 

岡本委員：子どもの見守りのことで、見送りやお迎えを色々な人に出てもらいたいと思って

いますが、皆さん高齢化されてきていますけど、なかなか新しい方を確保できな

い。働き方改革もあるのでなるべく先生方に手をかけないように、地域に移行で

きるものはとしてきましたが、現実問題、地域として子どもの受け皿として登下

校の見守りだけでもなかなか苦しい状況になってきています。やって下さる方か

ら言われるのが、自分たちの体力が落ちていて、見守っていて列が長くなった時

に、転んだ子の所にすぐに駆けつけられることもなく、自分たちはどれだけの責

任を負ってそれが出来るのかなと質問をよく受けます。教育委員会から指示を受

けるのがいいのか、学校側と協議してその辺りを詰めておくべきなのか、登下校

の安全についてもやもとしていますので、もし他でこういった方法があるなどの

ヒントがあれば、また教えて頂ければと思います。 

白神教育長：見守りの件は、見守っている方には出来る範囲で、例えば登下校時に水やりを

しながらちょっと見て頂くとか、そういう感じでというのが国が言っているの

ではないかなと。 

大﨑教育次長：外に出て、目があるということが防犯に繋がるので。 

白神教育長：おかえりとか、ちょっと声をかけて頂くとかね。 

岡本委員：個人個人に温度差があって、責任感が強い人ほど見ないといけないという意識が

強くなり、不安になって相談に来られるのかなと思っています。ベストを着て途

中に居るよというだけでも抑止力になるよという考え方の方もおられます。 

白神教育長：ボランティアでやって頂いているので、ケガをされてもいけないので、ボラン

ティア保険を掛けるくらいしか我々としてはできていませんが、やれる範囲で

自宅の前でとかやって頂けたら十分かなと思います。 
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３ 連絡 

白神教育長：次回は１月３０日（金）１５：００～、役場２階第１会議室で開催致しますの

で、よろしくお願いします。ありがとうございました。 

 

４ 閉会 

 

 

 


